
公益社団法人日本三曲協会は、昭和 15 年 6月に当時の芸能統制令によって日本音楽三曲の

各流派の教授者・演奏者等を糾合して結成された大日本三曲協会を基盤として、同43年11月

に公益法人として発足しました。わが国の伝統音楽である「箏、三絃及び尺八の普及と三曲

各流派の交流を図り、もって邦楽文化の発展に寄与すること」という目的に沿って、学校公演、

楽器の寄贈をはじめ多くの事業を実施しております。
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10 月 1日は「国際音楽の日」です
こ く さ い お ん が く ひがつ ついたち

1977年にユネスコの要請で設立された国際音楽評議会という会議で、翌年の

1978年から毎年10月1日を、世界の人々が音楽を通じてお互いに仲良くなり交流

を深めていくために「国際音楽の日」とすることにしました。

日本では、1994年から毎年10月1日を「国際音楽の日」と定めています。

ようせい せつりつ こくさいおんがくひょうぎかい かいぎ よくとし

まいとし がつついたち

がつついたち

せかい ひとびと おんがく つう たが なかよ こうりゅう

ふか こくさいおんがく

こくさいおんがく

ひ

ひにほん まいとし さだ

ねん

ねん

ねん

公益社団法人　日本三曲協会
こうえきしゃだんほうじん にほんさんきょくきょうかい

わ が っ き か ん し ょ う か い

小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
とう

において文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

団
だん

体
たい

による実
じつ

演
えん

芸
げい

術
じゅつ

の巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

を行
おこな

い、子
こ

供
ども

たちが
質
しつ

の高
たか

い文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

を鑑
かん

賞
しょう

・体
たい

験
けん

する機
き

会
かい

を確
かく

保
ほ

するとともに、子
こ

供
ども

たちの豊
ゆたか

な創
そう

造
ぞう

力
りょく

・
想
そう

像
ぞう

力
りょく

や、思
し

考
こう

力
りょく

、コミュニケーション能
のう

力
りょく

などを養
やしな

い、将
しょう

来
らい

の芸
げい

術
じゅつ

家
か

や観
かん

客
きゃく

層
そう

を育
いく

成
せい

し、優
すぐ

れた文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

の創
そう

造
ぞう

に資
し

することを目
もく

的
てき

としています。
ワークショップでは、子

こ

供
ども

たちに実
じつ

演
えん

指
し

導
どう

又または鑑
かん

賞
しょう

指
し

導
どう

を行
おこな

います。また、実
じつ

演
えん

に
おいては、子

こ

供
ども

たちが参
さん

加
か

できる工
く

夫
ふう

を行
おこな

います。

「学
がっ

校
こ う

巡
じゅん

回
か い

公
こ う

演
え ん

事
じ

業
ぎょう

」

令
れい

和
わ

五
ご

年
ねん

度
ど

学
が っ

校
こ う

巡
じゅん

回
か い

公
こ う

演
え ん

事
じ

業
ぎょう

舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演）
独立行政法人日本芸術文化振興会



「箏曲」「地歌」「尺八楽」の３つのジャンルの音楽を「三曲」と呼

びます。これらは箏、三絃（三味線）、尺八又は胡弓という楽器を

使った音楽です。また、「箏曲」と「地歌」については楽器を演奏

しながら歌をうたうこともあります。

京都で三絃の名人とされた八橋検校は、江戸で箏を学んで「箏曲」

をつくりました。箏を弾きながらうたう音楽が中心で、１７世紀の中頃

には親しみやすいように曲や楽器を工夫したおかげで、次第に世の中に

広まっていきました。そのような中、生田検校と山田検校の二人の名人

が活躍し、その弟子たちは後世それぞれ「生田流」「山田流」という

流派を名乗り、現在まで伝えられています。

江戸時代のはじめの頃（１７世紀前半）に、京都や大阪を中心に、

三絃（三味線）を弾きながら歌をうたう音楽として「地歌」がつくら

れました。箏曲と同じく「検校」や「勾当」という官位を受け、盲

人音楽家達が多くの名曲を作り、別のジャンルの音楽で演奏されてい

た箏と三絃が合奏するようになりました。箏と三絃の結びつき、さら

に胡弓や尺八とも繋がり、地歌はより豊かな音楽性を持って、現在ま

で伝えられています。

現在私たちが使う尺八は、鎌倉時代の終わりの頃に日本に伝えられ

たとされています。江戸時代には、虚無僧や武士などが中心となっ

て様々な仏教音楽がつくられました。また、江戸時代の中頃からは

箏や三絃（三味線）との合奏がされはじめ、明治時代以降にはさら

に盛んにされるようになり、仏教音楽とともに尺八音楽として現在ま

で伝えられています。
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